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 当委員会は、２０１２年５月１５日の第１８３回委員会において、「委員会決定」に

おける判断のグラデーションを見直し、現在審理中の事案から適用することを決定し、

ＢＰＯ加盟放送事業者に通知するとともに、ＢＰＯウェブサイトの委員会議事概要に

おいてこれを公表した。 

 ２０１１年秋にＢＰＯが実施した在京・在阪放送局への聞き取り調査では、「見解」

にある「放送倫理違反」と「放送倫理上問題あり」の判断の違いが分かりにくいとい

う声が出ていたことによる。このため、従前の決定等をふまえつつ、「放送倫理違反」

と「放送倫理上問題あり」という２つの判断を一本化することとした。そのうえで、

放送倫理の内容が法規範とは異なり必ずしも確定的ではないこと、放送局が定めた自

主的倫理規範に反しているかどうかを委員会判断の主な拠り所としていること等にか

んがみて、表現については「違反」とはせず、「問題あり」で統一することとした。こ

れに伴い、分かりやすさという観点から、「重大な放送倫理違反」も「放送倫理上重大

な問題あり」に修正されることとなった。 

 この結果、「勧告」と「見解」の区別については従前どおりで変更はないものの、「勧

告」として「人権侵害」と「放送倫理上重大な問題あり」、「見解」として「放送倫理

上問題あり」、「要望」、「問題なし」とに、判断のグラデーションが分かれることとさ

れた。 

 本件は、この新たな判断のグラデーションによる最初の事例となった。従前の判断

のグラデーションによれば、「エステ店医師法違反事件報道」（委員会決定第３１号）

においては、「見解」として「放送倫理違反」とされ、「徳島・土地改良区横領事件報

道」（委員会決定第３９号）においては、「勧告」として「申立人の名誉毀損をきたし

かねない重大な放送倫理違反」とされ、その後の「保育園イモ畑の行政代執行をめぐ

る訴え」（委員会決定第４０号）及び「割り箸事故・医療裁判判決報道」（委員会決定

第４１号）においても、同様に、「重大な放送倫理違反」とされた。 

 従前の決定と比較するに、新しいグラデーションにおいては、「放送倫理違反」とい

う判断を廃し、「放送倫理上問題あり」という判断で統一したことから、特に、放送倫

理上の問題点を違反事例に限定することなくより広く具体的にとらえるとの観点をあ



わせ考慮のうえ、「放送倫理上重大な問題あり」という判断に至ったものである。 

 放送倫理上の判断も、表現の自由の保障、とりわけ市民の知る権利の保障に奉仕す

る取材・報道の自由と取材・報道対象者などの人権保障の調整を十分に衡量のうえで、

なされるものである。新しい判断のグラデーションもまた、その調整原理をふまえて

なされるものであるから、取材者・報道人においても、新しいグラデーションを定め

た経緯を十分に理解のうえ、萎縮することなく人権を尊重した取材・報道に従事され

ることを望むものである。 


